
平成２９年
　　　積丹町成人式

　
１
月
８
日
、
平
成
29
年
積
丹
町
成
人
式
が

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
、
華
や
か
な

振
り
袖
や
羽
織
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
姿
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
26
名
（
出
席
16
名
）
の
新
た

な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
家
族
や
来
賓
に
拍

手
で
迎
え
ら
れ
な
が
ら
入
場
し
、
一
人
ひ
と

り
の
紹
介
の
後
、圡
井
教
育
委
員
長
の
式
辞
、

町
長
と
議
長
（
副
議
長
代
読
）
か
ら
励
ま
し

の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
野
宮
隆
生
さ

ん
（
美
国
町
）
に
記
念
品
を
、
齊
藤
侑
雅
さ

ん
（
美
国
町
）
と
松
浦
ほ
の
か
さ
ん
（
美
国
町
）

（
写
真
・
左
上
）
が
壇
上
で
、「
こ
の
日
を
迎

え
ら
れ
た
感
動
と
喜
び
を
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
生
か
し
、歴
史
あ
る
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
社
会
人
の
一
人
と

し
て
、
人
生
の
一
歩
一
歩
を
踏
み
し
め
て
い

き
ま
す
。」
と
新
成
人
の
誓
い
を
力
強
く
述

べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
に
は
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
留
寿

都
村
か
ら
駆
け
つ
け
た
中
学
校
卒
業
時
の
担

任
三
浦
真ま

さ

し嗣
先
生
（
写
真
右
上
・
右
か
ら
三
人
目
）

が
、
新
成
人
一
人
ひ
と
り
に
近
況
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一

人
の
新
成
人
が
突
然
会
場
に
い
た
自
分
の
母

親
に
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
綴
っ

た
手
紙
を
読
み
上
げ
る
と
、
会
場
は
感
動
に

包
ま
れ
ま
し
た
。（
写
真
・
左
下
）

　
町
内
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
新
成
人

の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新たな門出

平成２９年
　　　積丹町成人式

２６名

新成人へ『祝意』をこめた手作り品
－町女連協と陶芸サークル－

新成人へ『祝意』をこめた手作り品

　成人式の中で新成人に手渡された「赤飯」と「茶わん」。この

お祝いの品は、町女性団体連絡協議会（戸来和子会長）と陶芸サー

クル（土井知子会長）が手作りで用意しました。未来を担う若い

方々を励ましたいとの思いで自主的に始めたこの取り組みも、女

連協が５回目、陶芸サークルは２回目となりました。

　女連協の戸来会長は「新成人の皆さんにとって良い思い出に

なってくれると嬉しいです。」と話し、一つひとつの手作り作業

に新成人への祝意を込めていました。▲町女連協による赤飯作り
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平
成
29
年
積
丹
消
防
団
出
初
式

が
、１
月
７
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
で
団
員
を

招
集
。
美
国
神
社
で
消
防
団
長
や
各

分
団
長
ら
に
よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ

れ
た
の
ち
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
制
服
や

半
纏
に
身
を
包
ん
だ
勇
ま
し
い
装
い

の
団
員
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
な
ど

が
出
席
し
ま
し
た
。　
　

　

式
典
で
は
今
井
諭
積
丹
消
防
団
長

が「
防
災
の
第
一
線
に
あ
る
我
々
は
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
い

か
な
る
災
害
に
も
屈
し
な
い
体
制
・

力
を
整
え
て
お
く
決
意
と
行
動
力
が

大
切
で
す
。
消
防
職
員
、
団
員
に
は

消
防
の
使
命
を
再
認
識
さ
れ
、
新
た

な
決
意
を
も
っ
て
精
進
さ
れ
る
こ
と

を
切
望
し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ

ら
れ
、
地
域
防
災
の
要
を
担
う
消
防

団
員
と
し
て
町
民
か
ら
の
期
待
の
大

き
さ
に
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員

地
域
防
災
の
決
意
新
た
に

積
丹
消
防
団
出
初
式

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

【
後
志
地
方
支
部
長
表
彰
】

郷
六

　
光
幸 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
元
部
長
）

【
功
績
章
】

木
浪
　
幸
永 

さ
ん
（
第
６
分
団
　
分
団
長
）

山
田
　
寿
弘 

さ
ん
（
第
７
分
団
　
分
団
長
）

【
特
別
功
績
章
】

大
島

　
克
己 
さ
ん
（
団
本
部

　
副
団
長
）

杉
山
　
賢 

さ
ん
（
第
３
分
団
　
分
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

木
浪

　
幸
永 

さ
ん
（
第
６
分
団

　
分
団
長
）

横
山

　
弘
明 

さ
ん（
第
５
分
団
　
副
分
団
長
）

柏
崎
　
雅
之 

さ
ん
（
第
６
分
団
　
部
長
）

澤
　
貴
幸  

さ
ん
（
第
７
分
団
　
部
長
）

三
國
　
恵  

さ
ん
（
第
５
分
団
　
団
員
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

加
藤

　
弘
一 

さ
ん
（
第
２
分
団

　
部
長
）

加
藤

　
英
史 

さ
ん
（
第
２
分
団

　
班
長
）

生
駒
　
隆
昭 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
班
長
）

杉
野

　
徹
次 

さ
ん
（
第
４
分
団
　
団
員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

與
坂
　
隆
之 

さ
ん
（
第
４
分
団
　
団
員
）

柏
崎
　
祐
毅 

さ
ん
（
第
６
分
団
　
団
員
）

海
老
江 

晃
之
介 

さ
ん
（
第
７
分
団 

団
員
）

■
北
海
道
知
事
表
彰

【
30
年
勤
続
表
彰
】

木
浪
　
幸
永 

さ
ん
（
第
６
分
団
　
分
団
長
）

横
山

　
弘
明 

さ
ん（
第
５
分
団
　
副
分
団
長
）

柏
崎

　
雅
之 

さ
ん
（
第
６
分
団

　
部
長
）

伊
勢
田

　
敏
夫 

さ
ん
（
第
７
分
団

　
部
長
）

澤
　
貴
幸 

さ
ん
（
第
７
分
団
　
部
長
）

郷
六

　
光
幸 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
元
部
長
）

別
所

　
範
一 

さ
ん
（
第
１
分
団
　
班
長
）

三
國

　
恵 

さ
ん
（
第
５
分
団

　
団
員
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

佐
藤

　
晃 

さ
ん
（
団
本
部
　
副
団
長
）

生
駒

　
隆
昭 

さ
ん
（
第
５
分
団
　
班
長
）

小
原

　
和
也 

さ
ん
（
第
３
分
団

　
団
員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

與
坂

　
隆
之 

さ
ん
（
第
４
分
団
　
団
員
）

海
老
江 

晃
之
介 

さ
ん
（
第
７
分
団 

団
員
）

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

【
40
年
勤
続
表
彰
】

大
島

　
克
己 

さ
ん
（
団
本
部

　
副
団
長
）

杉
山
　
賢  

さ
ん
（
第
３
分
団
　
分
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

木
浪

　
幸
永 

さ
ん
（
第
６
分
団

　
分
団
長
）

横
山
　
弘
明 

さ
ん（
第
５
分
団
　
副
分
団
長
）

柏
崎
　
雅
之 

さ
ん
（
第
６
分
団
　
部
長
）

澤
　
貴
幸 

さ
ん
（
第
７
分
団
　
部
長
）

三
國

　
恵
　
さ
ん
（
第
５
分
団
　
団
員
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

加
藤
　
弘
一 

さ
ん
（
第
２
分
団
　
部
長
）

加
藤

　
英
史 

さ
ん
（
第
２
分
団
　
班
長
）

生
駒

　
隆
昭 

さ
ん
（
第
５
分
団

　
班
長
）

杉
野

　
徹
次 

さ
ん
（
第
４
分
団

　
団
員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

與
坂

　
隆
之 

さ
ん
（
第
４
分
団
　
団
員
）

柏
崎

　
祐
毅 

さ
ん
（
第
６
分
団

　
団
員
）

海
老
江 

晃
之
介 

さ
ん
（
第
７
分
団 

団
員
）

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

幌
武
意
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

副
会
長

長
内

　
幸
子 

さ
ん

余
別
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

副
会
長

中
畑

　
婦
久
美 

さ
ん

と
し
て
精
励
さ
れ
た
方
々
の
功

績
に
対
し
、
道
知
事
や
道
消
防

協
会
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
郷
土
が
誇
る
消
防
団
」
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
災
害
対
応
へ
の

重
責
を
担
う
団
員
の
皆
さ
ん
の

更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
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